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近年、各種家電のホームネットワーク規格の制定が行われ、規格に準じた製品も発売さ
れるなどホームネットワークを構築する環境は年々整いつつある。そのような、ホーム
ネットワーク環境下における新たな試みとして、家電同士の連係動作や家電情報を統一
的に管理した中での異常検知など、今までになかったサービスの研究、開発が行われてい
る。しかし、将来的にホームネットワークを利用するユーザ層の幅は多岐にわたると考え
られ、そのような環境下で用いられる 	
（ユーザインタフェース）は、リモコン、家電
本体に取り付けられたボタンやダイヤルなどのように、従来の家庭内で用いられてきたも
のに加え、将来的には、���のような携帯端末に�	
を搭載したものに加え、指差しや
声などいったものも	
として採用されると考えられる。さらにジェスチャによる情報入
力や、音声入出力デバイスや人感センサーを搭載したネットワークロボットなど、今現在
も実用化に向けた研究が行われている	
も多数あり、ホームネットワークという環境下
では多種多様な	
が混在していると予想される。そのような複数の	
が混在する環境に
おいて、ユーザにあるサービスの提供を行う場合、特定の	
に限定するのではなく、複
数の	
の中から時間や場所などのユーザの状況に応じた	
を選択、あるいは組み合わせ
て提供し、ユーザとのインタラクションを実現するのが望ましいと考えられる。しかし、
複数の	
の利用を考えたアプリケーションの作成は、開発者側にとって大きな負担とな
ることが予想される。
そこで本研究の目的は、ホームネットワークにおいて利用される	
を統一的に利用す
るための��
の定義を行うことである。提案した��
を開発者が利用することによって、
	
の動的選択を実現し、	
の種類に依存しないアプリケーションの作成を行うことが出
来る。また、ユーザの場所や時刻などの状況に応じた	
の選択の実現や、組み合わされ
た複数の	
を利用したサービスの提供が可能となる。そのために、本研究ではまずホー
ムネットワークにおいて用いられると考えられる	
を、実用化されており普段の生活で
使われているような身近なものから、現在も研究が行われており、将来的な実用化が見込
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まれるものまで幅広く調査・検討を行った。さらに、それぞれの	
の持つ機能の分析・分
類を行い、	
側とアプリケーション側でやりとりされる入出力情報を統一的に定義した。
入力情報は �つの異なる形式で定義した。一つめは、情報を入力する際に利用する体の
部位を考慮した定義を基本入力情報とした。ホームネットワークにおいて、入力情報は
体の一部を利用して入力されることが多いと考えられるが、同じ種類の情報の入力が行
われても入力する部位によって情報の正確性に違いがあると考えられる。そこで、情報
を入力する際に利用する体の部分をメインクラスとして分類を行い定義した。二つめは、
������とった単純な情報の入力を受け付ける単純入力情報。最後に、基本入力情報にお
いて定義されている入力情報に加え、識別子や出力情報など、複数の情報を組み合わせる
ことによって情報の入力が行えるものとして高度入力情報を定義した。
出力情報では、開発者が指定する情報の抽象度を基準として �つのパターンを作成し
た。最も抽象度が低い出力パターンとは、現在使用されている ��
のように全ての出力
情報の指定を行う。逆に、出力する形式やデバイスの指定などを行わず、ユーザに伝えた
い意向などの情報だけを指定する場合を最も抽象度の高いパターンとした。これらの間に
ある抽象度の出力として、さらに２つのパターンを定義した。出力形式のパターンを分け
たことにより、開発者は情報の出力の抽象度を段階的に選ぶことができ、ユーザの状況と
伝えたい情報に最も適した	
を利用して情報の出力を行えることを可能とした。
最後に、それらの統一的な定義から��
の定義を行い、その��
を利用することによっ
て作ることの出来るアプリケーションから、提案��
の有用性の検討を行った。提案��


を利用することによって、	
の動的な選択や多種類のデバイスに対して汎用性があるこ
とから、ユーザの環境に適した	
が選択出来ることや、一つの複雑なサービスを複数の
	
の機能を組み合わせることで、代替的に実現出来ることを確認した。また、開発者が
同じサービス提供する際に提案 ��
を利用してアプリケーションを開発した場合と、そ
うでない場合の工数の違いからも提案��
の検討を行った。
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